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上総湊

養護学園

自
然
の
中
で
の
び
の
び
と

学
習
に
・
体
づ
く
り
に

―
昭
和
五
十
三
年
度
分
・
入
園
児
童
募
集
―

こ
こ
千
葉
県
富
津
市
に
あ
る
区
立

上
総
洟
養
護
学
園
は
、
温
暖
で
空
気

が
澄
み
潮
風
が
洫
よ
う
、
房
総
の
自

然
の
中
に
あ
る
学
園
で
す
。

足
立
区
立
小
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
の
う
ち
、
三
年
生
以
上
で
体
が
弱

く
、
特
に
健
康
回
復
を
必
要
と
す
る

児
童
に
対
し
,
良
好
な
自
然
環
境
の

中
で
の
合
宿
生
活
を
通
し
、
学
習
・

健
康
・
良
い
習
慣
な
ど
を
、
学
び
と

り
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
心

や
体
に
、
虚
弱
な
面
が
感
じ
ら
れ
た

ら
、
い
ち
ど
入
園
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
学
園
に
は
、
圜
長
は
じ
め

教
諭
・
保
母
・
看
護
婦
・
栄
養
士
・

調
理
士
・
園
医
等
三
十
名
を
配
し
て

在
園
者
の
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
の
将
来
の
た
め

に
,
一
緒
に
話
合
い
、
真
剣
に
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
学
園

過
去
,
入
園
さ
れ
た
方
の
経
験
や

伺
っ
て
み
る
と
,
親
元
か
ら
通
う
都

会
の
学
校
と
違
っ
た
,
教
育
効
果
か

あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▽
ぜ
ん
息
の
子
は
発
作
を
忘
れ
…
。

▽
肥
満
の
子
は
や
せ
…
。

▽
偏
食
の
子
は
好
き
嫐
い
が
な
く
な

っ
て
何
ん
で
も
食
べ
廴

▽
規
則
正
し
い
生
活
と
正
し
い
習
慣

が
自
然
と
身
に
つ
亭
…
。

▽
自
分
の
事
は
自
分
で
…
と
い
う
心

の
し
ま
り
と
け
じ
め
が
つ
き
…
。

▽
性
格
も
の
び
の
び
と
明
朗
で
強
く

な
り
…
。

▽
園
の
行
事
に
参
加
し
て
、団
体
生

活
か
楽
し
く
な
り
…
。

▽
最
初
は
寂
し
か
っ
た
が
、
Ξ
学
期

頃
に
は
、
友
達
と
別
れ
て
櫑一
る
の

が
名
残
り
お
し
い
…
…
な
ど
。

ま
た
、
学
習
も
自
主
性
、
協
調
性

を
養
い
な
が
ら
、
児
童
の
能
力
に
応

じ
た
佃
人
指
導
を
主
眼
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、学
力
の
向
上
、自
主
的

学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
小
学
校

の
教
科
課
程
を
習
得
で
き
る
な
ど
、

楽
し
い
学
園
生
活
か
過
せ
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
の
所
在
地
　
千
葉
県
富
津
市
漢
七

匕
三
番
地
(
内
房
線
、
上
総
渙
駅

卜
眼
二
分
)

入
園
す
る
に
は

入
園
資
格
　
区
立
小
学
校
三
学
年
か

ら
六
学
年
ま
で
で

、
次
に
該
当
す

る
児
童
を
審
査
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

▽
身
体
虚
弱
者

▽
少
食
で
偏
食
が
は
な
は
だ
し
く
、

発
育
が
劣
っ
て
い
る

▽
ぜ
ん
息
・
肥
満
体

▽
病
後
で
体
力
回
復
を
望
ん
で
い
る

申
込
方
法

現
在
通
学
し
て
い
る
小
学
校
長
に

申
出
て
,
学
校
に
備
え
つ
け
の
申

込
一
で
、学
校
を
通
し
教
育
委
艮

会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
I
)

申
込
期
限
　
ミ
月
七
日
(
火
)
ま
で

開
園
期
間
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
～

昭
和
五
十
四
年
三
月
(
夏
休
み
、

冬
休
み
は
区
内
各
小
学
校
と
同
じ

で
す
。
ま
た
、
各
学
期
に
は
中
間

帰
京
も
あ
り
ま
す
)

定
員
　
五
卜
名

経
費
　
食
事
費
と
し
て
、
一
日
六
百

六
十
円
(
お
や
つ
代
含
む
)
で
す
。

こ
の
う
ち
区
か
ら
一
日
二
戸
(
卜

円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

入
園
に
必
要
な
も
の
　
(
1
)
各
学
年
で

使
用
し
て
い
る
学
習
用
具
、(
2
)
肴

か
え
衣
類
・
寝
ま
き
・
下
着
類
・

運
動
着
等
　
(
3
)
洗
面
・
入
浴
用
具
(
4
)

健
康
保
険
証
(
遠
か
く
地
用
)

学
園
と
家
庭
と
の
連
絡

(
1
)
通
信
…
毎
週
一
回
,
(
2
)
面
会
日
…

毎
月
一
回
(
日
曜
日
)
,
(
3
)
中

間
帰
京
日
…
六
月
・
十
一
月
(
各

・
一
泊
三
日
)

学
籍
　
在
籍
校
は
千
寿
小
と
な
り
、

退
園
す
れ
ば
旧
在
籍
校
に
戻
り
ま

す

。(旧
在
籍
校
と
の
交
流
あ
り
)

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
・
ま
た
は
教

弯
委
貝
会
学
校
保
健
係

学 園 で の 授 業 風 景

豊かな経験と能力を
―高齢者事業団参加希望者の

説明会を開催―

高
齢
者
の
福
祉
と
労
働
の
両
面
に

ま
た
が
る
新
し
い
試
み
と
し
て
,

足

立
区
は
本
年
四
月
に
、
高
齢
者
事
業

団
を
設
立
し
ま
气

昨
年
の
暮
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
(
区
内
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
約
二
万
六
千
人
を
対
象
)
の
結

果
で
も
,
一
六
%
の
方
々
か
事
業
団

へ
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
の
た
め
就
職

が
む
ず
か
し
い
方
や
、
も
う
就
職
を

望
ん
で
は
い
な
い
が
向
か
仕
事
が
し

た
い
、
な
ん
ら
か
の
収
入
を
得
た
い

と
い
う
、健
康
な
高
齢
者
の
方
々
か
,

区
内
に
は
数
戔
く
い
ま
す
。

こ
の
方
々
が
集
ま
り
、民
間
企
業
・

家
庭
お
よ
び
都
や
区
な
ど
か
ら
、
高

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
引
受
け

て
、
能
力
に
応
じ
,
そ
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
く
た
め
の
団
体
で
す
。

区
内
に
住
人
で
い
る
六
十
歳
以
上

の
高
齢
者
の
な
か
で
、
現
在
動
め
て

い
な
い
方
,

ま
た
は
自
輙
営
業
を
し

て
い
な
い
方
で
,

事
集
団
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
万
々
を
対
象
に
,
下
表

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
,
高
齢
者
事
業
団
の
紹
介
映

画
「
ど
っ
こ
い
匐
い
ら
に
老
後
は
な

い
」
-
を
各
説
明
会
場
で
上
映
し
ま

す
。
(
上
映
時
間
は
三
十
分
で
す
)

※
な
お
、
参
加
希
望
者
が
多
い
た
め
、

主
と
し
て

、
会
場
を
産
業
振
興
館
に

し
ま
し
た
の
で
、
指
定
し
た
開
催
日

に
都
合
の
悪
い
方
は
,
他
の
日
に
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
-
区
役
所
高
齢
者
事

業
団
設
立
担
当

説 明 会 日 程 表

交通安全映画
お気軽にご 利用く ださい

今
年
も
新
学
期
を
真
近
に
ひ
か

え
、
地
域
や
家
族
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
を
真
剣
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
区
で
は
、
交
通
安
全
映

画
16
四
フ
ィ
ル
ム
と
決
弓
機
を
欠

の
要
領
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

申
込
方
法
―
使
用
す
る
三
日
前
ま

で
に
,
借
用
申
込
書
を
ご
拠
出

く
だ
さ
い
、
(
申
込
先
は
区
役

所
交
通
安
全
係
へ
)

持
参
す
る
も
の

●
住
所
等
か
確
認
で
き
る

も
の
(

運
転
免
許
証
な
ど
)
●
印
鑑

借
用
料
―
無
料

貸
出
し
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

(
1
)
期
間
は
,
貸
出
し
と
返
却
の
日

を
含
め
三
日
以
内
と
し
ま
す
。

(
2
)
取
扱
い
者
は
、
1
6
皿
発
声
映
写

機
操
作
講
習
を
受
け
た
方
。

(
3
)
営
利
を
目
的
と
す
る
場
合
は
,

貸
出
し
を
行
な
い
ま
せ
ん
、

(
4
)
貸
出
数
量
は
,
フ
ィ
ル
ふ
が
五

本
ま
で
,

機
材
は
一
点
で
す
。

(
5
)
賢
出
し
を
受
け
た
方
が
,
フ
ィ

ル
ム
お
よ
び
機
材
を・
亡
失
し
た

り
,
き
撰
し
た
場
合
実
費
負
担

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
「
、

(
6
)
貸
出
し
フ
ィ
ル
ふ
お
よ
び
機
材

は
、転
賃
し
な
い
で
く
だ
さ
い
、

問
い
合
わ
せ
先
―
区
役
所
交
通
安

全
係
へ
ど
う
ぞ
。

新
入
生
を
も
つ
親
の
た
め
の

講
演
会
を
開
催

―
入
学
を
前
に
し
て
の
心
構
え
―

区
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
に
就

園
し
て
い
な
い
幼
児
を
も
つ
親
を
対

象
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
芒

こ
の
講
演
内
容
は
,
親
の
心
構
え

と
し
て
、
入
学
の
前
に
家
庭
で
ど
の

よ
う
な
し
つ
け
を
し
た
ら
よ
い
か
,

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
準
備
そ
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
で
す
。『

日
時
　
第
一
回
目

三
月
四
日
(
土
)

第
二
回
目

三
月
十

石
(

土
)

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

四
時
ま
で

場
所
　
区
教
育
セ
ン
々
I
(

竹
の
塚

二
丁
目
二
五
上

一
一
)

内
容
　
第
一
回
目
…
(
親
で
な
け
れ

ぱ
で
き
な
い
し
つ
け
)

第
二
回
目
…
(
丈
夫
な
子
ど
も
に

育
て
る
た
め
に
)

対
象
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
?

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ

で
、
現
在
,
幼
稚
園
・
保
育
所
に

就
園
し
て
い
な
い
幼
児
の
親

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話
に

よ
り
教
育
委
員
会
幼
児
教
育
担
当
(

〒
匸
一
〇
足
立
区
千
住
一
丁
目

五
〇
　
　
(
(

二
-
I
I
!
)

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
　
百
五
十
六
名

申
込
期
限
…
二
月
二
十
五
日
(
古

ま
で
に
到
肴
し
た
も
の

。た
だ
し
,

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
担
当

区
役
所
本
庁
舎
を

一
部
増
築
し
ま
す

本
庁
舎
の
増
築
工
事
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

こ
れ
は
現
在
本
庁
舎
周
辺
に
分
散

し
て
い
る
部
課
を
収
容
し
、区
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
を
は
か
り
、よ
り
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
さ
す
た
め

で
す
。

庁
舎
前
庭
の
あ
と
に
、地
上
(
階

地
下
一
階
を
増
築
、今
年
中
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

工
事
中
は
,
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、

区
で
は
、来
年
度
の

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

農業委員の選挙人名簿

縦覧期間
( 2月23日～3月9日)

今
年
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
と
,
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
遇
挙
の
と

き
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

羇
業
委
員
会
委
貝
選
挙
の
選
挙
権
が

あ
る
万
は
,
縦
覧
期
間
中
に
一
度
、
選

挙
人
名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
二
月
二
十
三
日
(
木
)
丈
二
月

九
日
(
木
)
ま
で

時
間
　
午
前
(
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
(
室
)
、
区

役
所
三
階

「区民の声をきく会」を

準備中

―基本構想策定にあたって―

区
で
は
,
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

も
と
に
な
る
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た

っ
て
、
基
本
構
想
霽
議
会
へ
の
諮
問
、

世
論
調
査
の
実
施
な
ど
の
仕
事
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
に
、
区
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
「
生
」
の
声
を
お
聞
き
し
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
「
に
民

の
声
を
き
く
会
J

予
定
し
ま
し
た
。

日
程
,
会
場
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
地
域

ご
と
に
分
け
て
会
場
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日影規制の区 域指定

都調整案説明会

――積極的にご参加を――

都
で
は
、
新
た
に
中
高一

建
築
物
に

よ
る
日
彫
規
制
を
図
る
た
め
、
各
区
市

町
か
作
成
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
試

案
を
も
と
に
,
都
全
体
の
区
域
指
定
詞

壑
案
を
ま
と
め
,
次
に
よ
り
、
都
調
整

案
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
都
で
は
こ
の
説
明
会
の
あ
と
,

三
月
末
に
都
案
を
ま
と
め
、
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
、
建
築
物
紛
争
の
予
防
・

調
鰹
策
と
共
に
,
六
月
の
都
議
会
に
条

例
案
と
し
て
提
出
す
る
予
定
に
な
っ
て
'

ヽ
ま
す
。
(
※
区
の
日
影
旆
制
区
絨
の

試
案
図
は
、
三
月
五
日
頃
に
各
家
庭
に

配
布
す
る
予
定
で
す
)

日
時
　
三
月
七
日
(
火
)
午
後
一
時
三

十
分

場
所
　
墨
田
区
民
会
館
ホ
1
ル
(
墨
田

区
向
島
三
-
三
六
-
七
)
京
成
押
上

駅
か
ら
徒
歩
五
分

問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
局
建
築
揩

導
部
日
照
条
例
単
備
室
(
　
已

二
-

五
一
一
一
、
内
線
二
五
四
二
七
)

ま
た
は
,
区
役
所
建
築
指
導
課
細
査

係
へ
ど
う
ぞ
。
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所得税
確
定
申
告

は

お
早

め
に

税務一
では
、所得税の申告相

談を現在お受けしています
。お

気軽においでください
。

確定申告を

しなければならない人

(
1
)
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

ある人

▼
一
般
の
人
の
鳩
合
…
五
十
二
年
分

の
各種の
所得金額の
合計額か

ら配偶者控除
、扶養控除
、藁

礎控除その
他の所碍
控除を差

引きその
金額を基として
算出

した税額が配当控除額より多

い人
▼みなし法人課税の
遇択をして

いる人…
五十二年分につ
いて

みなし法人課税の
選択をして

いる人
(税額がない時でも申

告が必要
)

(
2
)
給
与
所
得
が
あ
る
人

大都分の人は申告する必要は

ありませんが、五十二年の各種

の所得金額の合計額から配偶者

控除、扶養控除、基礎控除その

他の所得控除を差引き、その金

額を基として算出した税額が配

当控除額と年末調整の際に控除

を受けた住宅取得控除額や住宅

貯蓄控除額よりも多い人で、次

のいずれかにあてはまる人

▼五十二年の給与の収入金額が

】千万円を超える人

▼給与を一
か所から受けている

人で、給与所得や退職所得以

外の各種の所得金額の合計額

が二十万円を超える人

▼
給与を二か所以上から受けて

い
る人で年末調
整をされ
なか

った給与の
収入
金順と給与所

得
や退職所得以外の各種の所

得
金額との合計額
が二十万円

を超える人

▼
家
事
使
用
人
な
ど
で
、
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
際
に
所
得
税
を
源

泉徴
収され
ないこととなって

い
る人

▼同
族会社の
役貝
やその
親族な

どで
、その
法人
から給与のほ

かに貸付
金の利子
、店舗工場

などの一
貸科、機
械、器具の

使用
料などの
支払い
を受けて

いる人

▼
災
客
を
受
け
た
人
で
、
五
十
二
年
の
給
与
に
つ
い
て
災
害
減
免
法
に

よ
り
原
泉
徴
収
税
額
の
徴
収
猶
"
t
や
還
付
を
受
け
た
人

(
3
)
資
産
所
得
の
合
算
課
税
を
受
け
る
人

前
記
の
(
1
)
(
2

)
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
人
で
も
、
責
産
所
得
に
つ
い
て
合
算

羆税の
適用
を受け
る人は
申告し

なければなりませ
ん。

問い合わせ先
　次の税務署へ
ど

◎
足
立
　
(
八
八
-
六
二
四
一

◎
西
新
井
　
八
四
〇
-
こ
一
二

ス
ポ
ー
ツ

区民スキースクール

期
日
　
三
月
十
日
夜
行
～
二
月
十

三
日
夜
帰
着
(
住
復
デ
ラ
y
ク

ス
バス
)

場所
　畏野県
(方尾根ス
キ
ー

場会費
　一
万九千五百円

募
集
人
員
　
九
十
名

申
込
先
　
申
込
金
九
千
五
百
円
そ

添
え
て
ス
キ
ー
協
会
連
絡
所

(
千
住
三
-
七
五
「
ス
キ
ー
シ
;

ブ
バ
ム
」
　
　
(
(
二
-

七
九
〇
〇
)
へ
。
バ
y
ヂ
テ
ス
'
卜
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
て

再会されます

スポーツ教室

十二月中旬から休講してい

ましたス
ポーツ教竃
(昭和五

十二年度分
)を
、一
。一月の
第一

週
から再会します
。なお
、九

十二年度の
スポ
ーツ教窒は
、

三月をもって
終了し
ま恚

新年度の教室につ
いて
は
、

四月以降の区の
お知らせに掲

職する予定で
す
。

問い合わせ先
　教育委員会休

考課区民スケ
ート大会

日
時
　
二
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
六
時
?
九
時

内
容
　自由滑
走
、氷上運動会

参
加
費
　
四
百
円
(
た
だ
し
、
貸
靴
料
百
五
十
円
は
含
み
ま
せ
ん
)

定員
　二百名
(初心者
も参加

で
きます
)

申
込
先
　
足
立
区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(
千
住
寿
町
二
六
丿
五
)
、
ツ

バ
y
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
(
千
住
=
〒
一
九
)
、
教
冐
委
貝
会
体
育
課

問い
合わせ
先
　足立区ユ
ケー

ト
連盟
　
(
(一-九〇
'六五

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

春季大会

期日
　四月二日二
子
二日の

毎週日
曜日

場
所
　
区
体
育
館
お
よ
び
区
内
中

半校
参加
資格
　一
般の鮪・・・区内政

住
、在動
、在学の
方

申込先
　三月十一
日
まで
に
、

郵
便で
、足
立区
バス
>ヶヴト

ボ
ール
連鰻
(神明町三

浅井
方
　
　余い五
i四
(二

五
)へ
。

健

康

検診は定期的に

子宮がん検診

子宮がんは
、早期に発見す

れば百パーセント近く治すこ

とができます
。早期発見のた

めに
、定期的に検診を受ける

ようにしまし
Iつ
。

対象
　区内在住の膺三十歳以

上の婦人

募
集
人
員
　
三
百
三
十
名

実
施
期
間
　
三
月
一
日
～
一
十
口
(
無
料
)

場所
　区内の措定阿練機筒

申込方法
官製
(ガキに子宮

かん検診希望と記入し
、住

所
、氏名
、年齢
、電話番号

を明紀のうえ
、二月二十五

日
(必着
)までに
、区役所

保健予防係
(〒Ⅲ
千住一
-

五〇
)へお申込みくださ

い
。なお
、希望者多数の場

合は
、抽選になります
。

問い合わせ先
　区役所保健予

防係成人病相談室

実
施
日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時

検
診
内
容
・
料
金
　
▽
循
環
器
コ
ー
ス
…
三
千
六
十
円
　
▽
糖
尿

病
コ
ー
ス
…
五
百
九
十
円
　
▽

肝
臓コ
ース
上
―千
六百二十

円
　▽賢臓コ
ース・―・千百
九

十円
　▽全コ
ース
ー・‘四千五

百九十円

申込先
　電話で
、不
住保健所

予防課業務係
(　
(
(
(
1 四

二
七
七
)
へ
ど
う
ぞ
。

育児相談

日
時
　
三
月
一
日
・
(
日
(
水
)

午
前
九
時
～
十
時
三
十
分
(
無

料
)

内
容
　身体測定
、育児と栄養

指導
場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

問い合わせ
先
　江北保健相談

所
(　八九六
-四〇〇四
)。

当日
、母子健
康手帳をお持

ち
ください
。

栄養指導講習会

日
時
　
三
月
二
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
(
無
料
)

テ
ーマ
　幼児期の食事
(虫醐

予防と食生活
、調理実演な

ど
)

場所
　竹の
塚保健相談所

申込先
　一括で竹の塚保健相

詒酊
(　
(
(五-五四二
I
)

へ
。

精神衛生相談

日
時
　
三
月
二
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
～
}
時
三
十
分
(
無

料
)

場所
　江北保健相談所

申込先
　電話で江北保健相談

所
(　
(九六
-四〇〇四
)

栄養指導講習会

日
時
　三
月六日
(月
)午前九

時三十分～正
午
(無料
)

テーマ
　幼児期の
食生活
(幼

児期の
栄養
、調理実演など
)

場所
　東和保健相談所栄
養畠

申込先
　電話で
東和保健相
談

所
(　六〇
六
4四一
七一
)

へ
。

心身障害者の
みなさんへ

―
福
祉
事
業
あ
ん
な
い
―

事業所見学会

区では
、心身障害者や高齢者

の方で
、就職を希望する方を対

象に「事業所見学
」を行ないま

す
。
日時
　三月三日
(金
)

対象
　ヽ心身障害者・ミ
ト名

高齢者…四十名

集合場所・
時間

区役所前
午前九時一二卜分

参加申込方法

申込書に記入の卜
、区役所攪

護係
、または足立公共職巣安

定所
(千住河原町五
)まで
、

申込一
は区役所援護係と足戉

公共畷業安定所に備えてあり

ま囎
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援
護
係

家政婦を派遣

心身障害者のいるご家庭へ
、

ほ内の家政婦紹介所から家政婦

を派遣し
、身の回りのお肚銛な

どをします
、『

対象
　身体障害
者
手
帳一・
二

級
、愛の手
帳一
!二度
、脳性

マヒ
、進行性筋委縮
症およ
び

こ
れら
と同
程度以上の障害
が

あり
、日
常生活上の介護
が必

要で
ある方のいる
ご家庭で
障

害者または介護者の一
時的疾

病などにより
、日常生活
が著

し
く妨
げられ
る
欧
帯
(ただ

し
、福祉事務所から家庭奉仕

員が派一
されて
いる胤帯は除

きます
)。

サ
ービスの内
容
　食事
、涜濡
、

掃除
、身の回りの
お世話など

申請に必要な
もの
　印鑑
、身障

手帳
、愛の手帳
、診断一
な″・

申請・
問い合わせ
先
　ほ役所擾

痩係

福祉タクシー

対象
　下肢・
体幹機能障害で身

障手帳三級以上の一方

乗
車
で
き
る
タ
ク
シ
ー
　
ち
I
つ
ち
ん
マ
ー
ク
の
佃
人
タ
ク
シ
ー

利用券交付枚数
　一か月四枚

利用方法
　乗車の際
、運転手さ

んに利用券を渡しますと
、料

金から三百三卜円割引いてく

れます
。

申込・
問い合わせ先
　
K役所攪

護係身障者のための

無料なんでも相談

日
時
　三月
(日
(水
)午後一
時

上
二時

場所
　西部
区民
福
祉
センター
(

バス停
鹿浜橋下
車
)

共
催
　
都
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ
、
-
'
夕―
・
都
、
台
東
児
童
相
談
所

問い合わせ
先
　西高福祉
事務所
(

　八九七
-五
(‥一
二
ま
た

はお近くの
福祉事務所へ
、

所
得税第三
期分の

納税は
、

三
月十五日
(水
)まで

で
す。

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

裲祉事務所で
は、経済的理由

で
病院または助産所
に入院して

お産するこ
とが出来ない方の
た

めに相談を行なってい
ま气

次の
二つの要
件を商たす方は

入院助産制度を受けること
がで

きますので
ご利用ください・

▼妊娠七か月以上の区民

▼前年分所得税額が一
万六千べ

百円以下の世帯

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
前
年
(
t
)

分の
所得税額
(特別区民税額
)

の
わかるもの
、健康保険証
、

母子手帳、印
鑑

問い
合わせ
先
　お近くの
福祉
事

務所相談係へ
どうぞ。

神明・六木町など

住居表示されます

実施は四月一日から

対象区
域
　綾
瀬川以東北
部の神

明町
、神明
南町
、六木町
、北

卵平町、花
畑町、東加
蔘町、

内匠町の
全区域

新町
名
　神明一
r目、神明一
T

目
、神明
Ξ丁日‥、神明南一
r

目、神明南一一丁
目、六木三
r

目、
(木四丁目
が誕生します。

な
お
、
谷
中
四
r
目
は
、
こ
れ
ま
で

よ
り
区
域
が
人
き
く
な
り
、
北
加
平

町
は
町
名
の
変
駟
は
あ
り
ま
せ
ん
I
*

今
回
の
住
居
表
示
の
実
施
面
積
は
一
・
四
九
平
方㌔
㍍
で
二
こ
れ
に

よ
っ
て
、
足
立
区
総
面
積
に
対
す
る
住
居
表
示
の
割
合
は
、
ヒ
匕
・
已
ぺ

I
セ
冫
卜
に
な
り
ま
す
。

こ
の
区
域
に
匐
住
ま
い
の
な
に
は

>
一
斤
上
旬
か
ら
逐
次
、
新
し
い
住
居
峩
示
番
号
通
知
一
と
案
内
一
の
配
布

や
区
域
内
の
全
家
庭
に
戸
番
標
を
取
付
け
る
な
ど
の
作
業
を
行
な
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
　区役所住居表示

係

区域内新設略

図

掲
示
板

職員募集

職種
　看護婦

勤
務
先
　
区
立
保
青
聞

資
格
　
膺
三
十
五
歳
未
満
の
女
子
で
一
腰
婦
(
正
肴
)
免
許
取
得
者

募集人員
　一
名

申
込
方
法
　
二
月
二
十
(
日
(
火
)
ま
で
に
履
歴
一
を
一
通
提
出

申込・
問い合
わせ先
　区役所

人
事係

花とみどりの講演会

日時
　二月二十三日
(木
)午

後二時
(無料
)

場所
　区産業振興館公会堂

演題
　花いっぱい運動と緑の

町づくり

講師
　日本花の会事務局長

岩井節夫氏

なお、先着二百名の万に、

グラジオラスの球根
(五佃入

り
)を無料で差しあげます。

問い合わせ先
　区役所緑化係

経済講演会

日時
　三月九日
(木
)午後一

時三十分乙一時
(無料
)

場所
　区産業振興館公会堂

テ
ーマ
　日本経済の展望

講師
　日興リサーチセンター

理事長
　宍戸寿雄氏

問い合わせ先
　区役所商工係

ご利用ください

区
民
保
養
所
「
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

」

区民保養所の四月利用分そ

三月一日
(水
)から受付けま

气
初日の会場は
、区役所隣

りの区産業振興館です
。ふる

ってお申込みください
。

なお
、科金
、申込方法など

くわしくは
、区役所一
階区民

係へ
お問い令わせください
。

ご存知ですか

住宅修繕資金

区で
は
、現在住んで
いる住

宅の修繕夕・しようとする方か

賢金調達で
お困りの
場合
、金

融機関を通じて
資金の
融資そ

行なっ
ています
、

融
資
額
　
一
、
了
万
円
以
上
(
十
万
円
以
内

融
資
利
率
　
年
九
%
(
三
%
の
利

子補給をします
。本人負担

六
%
)

償還方法
　五年以内
(三か月

の据え一
き期間を含む
)の

元金均等割賦償還

問い合わせ先
　区役所区民係

消費者教室

日時
　三月二日
(木
)午後
}

時三十分
(無科
)

場所
　消費者センター

テ
ーマ
　年金のしくみ

講師
　社会保障研究所
山崎

泰鏖氏
問い合わせ先
　消費者センタ

ー
　　
(七〇
j一三九一

青
年
サ
ー
ク
ル
講
座

日
時
　
二
月
十
六
日
・
二
月
二
十
四
日
・
三
月
三
日
・
三
月
七
日

・
三
月
十
五
日
・
三
月
二
十
三
日
・
三
月
三
十
一
日
午
後
七

時
?
九
時

場所
　区
青年館

テ
ーマ
　サ
ークル活助のより

】層の飛躍を求めて

対象
　主として
、サークル后

助をはじめて
間もない方お

よひ興味をお持ちの万

申込・
問い合わせ
先
　教育委

員会青少年係

※
な
お
、
講
座
は
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
途
中
参

加
もで
きます
。

16ミリ映写機再講習会

日
時
　
三
月
十
日
(
金
)
午
後
―
一
>

時
～
七
時

場
所
　
区
青
年
館
三
階

内容
　新旧映写機の
使用方法

申込方法
　資格取得者は修了

証哩
お持ちのうえ
、直接会

場へ
おいで
ください
。

問い合
わせ先
　教育委員会文

化係無料税務相談

日
時
　
二
月
二
十
三
日
(
水
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場所
　区役所一
階ホール
、足

立税務経営指導所
、東京税

理士会足立支都会員事務所

問い合わせ先
　足立税務経常

指導所　八八一〒
九四一
ヒ

テーブルマナー講習会

日
時
　
三
月
七
日
(
火
)
午
後
六
時
～
(
時

内
容・
会
費
　洋食フ
ルコ
ース

・・・三千五百円

申込・
問い
合わせ
先
　東部セ

ンター
　六〇五
-七一
〇一

老人将棋大会

日時
　二月二十
(日
(火
)午

前九時―二十分
(無料
)

定員
　先着四十名

場所・申込先
　東部センター

七宝焼教室

日
時
　
三
月
二
日
～
三
十
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時
～
(
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

定員
　先一
三十名

対象
　初心の万で
、成人者

教材費
約三千円

申
込
受
付
　
二
月
こ
十
百
か
ら

申込先
　教育センター
　
(

五〇
-
(
(
〇一

手芸教室

期
間
　
三
月
一
日
～
一
十
九
日
の
毎
週
水
皿
日
午
後
二
時
～
四
時

定員
　先
Iニ十名

教材費
　約三千円

内容
　ミニ盆栽

申込受付
　二月二十一日から

申込先
　教育センター

商
業
の
た
め
の

職
業
訓
練
生
を
募
集

募集人員
　五
十名
(男
女年齢

を間わす
)

訓
練
科
目
　
商
業
技
能
士
補
科
、

販売士科
、簿記科

訓練期間
　昭和五
十三
年四月

一
日から一
年間
(毎週一
回

三時間
)

卒業資格
　商業技能士補
、販

売士
、簿記
、各科の
修了
証

を交付します
。

申込締切
　三
月十五日
(水
)

申込・
問い合わせ
先
　足
立区

商店衝振興組合連合会
(千

住伸町三
　　
(
(一-九一

ニ
ー
)

訂正
二
月五日号の記
事中

「犬の
登録と予防
注射

を
」欄の手
数料と一
簡蒭保険加

入の方へ
」の中に誤りがあり

ましたので訂正します
。

(誤
)手数料六十円

(正
)手数料百五十円

(誤
)昭和二十五年五月以前

(正
)昭和二十四年五月以前

S. N　217.
000


